24　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(おおぶちけんいち),大渕憲一)「攻撃と暴力―なぜ人は傷つけるのか」
 ─人間の情動と攻撃の相関について
18年度　上智大学
★　次の eq \o\ac(□,A)及び eq \o\ac(□,B)は、大渕憲一『攻撃と暴力―なぜ人は傷つけるのか』の第４章の一部である。これを読んで後の問に答えよ。
　　なお、この書の第１章では、攻撃の内的な衝動が生物の本能として人間にもあるとする見方が検討されている。
 eq \o\ac(□,A)
 eq \o\ac(□,1)　一般の人々は攻撃を情動反応と見なしている。実際、攻撃行動にはしばしば、「思わず、カッとなって」とか「怒りに我を忘れて」といった情動表現が伴う。こうした見方は学問の世界にもあり、ある研究者は「攻撃とは怒りの表現である」と述べている。攻撃研究者の中で情動性を重視するのはバーコビッツやアンダーソンである。本章では彼らの理論を中心に述べる。
 eq \o\ac(□,2)　これらの理論は衝動的攻撃理論と総称される。「衝動的攻撃」という表現には１ふたつの意味がある。ひとつは、本能のような生物学的衝動が人々の中にあって、そうした逆らいがたい破壊的欲望から攻撃が生ずるという意味で、これについては第１章で述べた。これとは別に、怒りなどの強い感情に支配された人が行動のコントロールを失い、思いがけず乱暴な行為をしてしまうという意味で「衝動的」という言い方が用いられることもある。後者の意味は、情動が攻撃反応に強い影響を与えることを指しており、これが本章のテーマである。
 eq \o\ac(□,3)　衝動的攻撃の例としては、次のようなものがある。
◆急ぎの仕事でイライラしていたとき、面倒なことを言ってきた部下をどなって追い返した。
◆息子が長電話しているのを見て注意したら、「関係ねえだろ」と言われ、ついカッとなって手を出した。
◆今日も仕事が決まらず落胆して家に帰った。妻が夕食の準備をしていなかったのを見て、持っていたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かばん),鞄)を投げつけた。
 eq \o\ac(□,4)　衝動的な攻撃では、しばしば、状況から見て不釣り合いに強い攻撃が起こる。息子の長電話をとがめるために殴りつけるなんて、と多くの人は思うであろう。普通は攻撃を誘発することがない事象、あってもそんなに激しいものになるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はず),筈)がないと思われるような事象に対して激しい攻撃が起こる。こうした２非挑発性が衝動的攻撃の第一の特徴である。
 eq \o\ac(□,5)　第二の特徴は非機能性である。妻に向かって鞄を投げつけた夫の怒りの本当の原因は就職に失敗したことである。その原因を作ったのは妻ではないのだから、妻を責めても問題は解決しない。このように、不快感情によって無関係の対象に攻撃を向けたり、したがって、攻撃しても何の問題解決にもならないような行動がみられるのは衝動的攻撃の第二の特徴である。
 eq \o\ac(□,6)　攻撃の中には戦略的、機能的なものも少なくない。しかし、われわれは、時には何の問題解決にもならないのに攻撃的になったり、たまたま機嫌が悪かったという不合理な理由で無関係の人に当たることがある。こうした例を分析してみると、ほとんどの場合、行為者は強い不快な感情にとらわれている。もしも冷静な状態だったなら、そうした不釣り合いな、あるいは、不合理な攻撃行動は起こらなかったと考えられることが多い。
 eq \o\ac(□,B)
 eq \o\ac(□,7)　衝動的攻撃性において最も重要なはたらきをするのは不快情動である。バーコビッツやアンダーソンは、どんな原因であれ不快情動が発生すると人は攻撃的になると仮定している。攻撃と結びついた情動としては怒りや憎しみがあるが、彼らは、恐れ、悲しみ、憂鬱あるいは生理的不快なども含めて、あらゆる不快な感情がすべて３攻撃の動機づけを生み出すと考え、これを不快情動の一般的攻撃誘起と呼んでいる。これによると、痛い、暑いなどの身体的ストレス、貧困、欲求不満といった社会的ストレスなど、多様な原因で発生する不快情動のすべてが攻撃を動機づける。
 eq \o\ac(□,8)　衝動的攻撃においては不快情動が自動的に攻撃を動機づける。不快情動を経験すると、行為者は意識的に「攻撃しよう」と決意するまでもなく、自然に攻撃的な気持が発生する。このメカニズムはどのようになっているのであろうか。
[image: image1.emf]








[image: image2.emf]BEESER

gg«jw T

BEATH)

(BE B BEHRTY)

— sgomR

— AnERGER B B

(@A)
C3: Lo o










 eq \o\ac(□,9)　引っかけクイズで、回答者に「ピザ」という言葉を一〇回言わせた後に、ひじを指して「これは何ですか」と聞くのがある。
多くの回答者はこれに「ひざ」と答えてしまうが、こうしたことが起こるのは、我々の心の中で観念や概念が、類似性、近接性、意味関連性などによって結びついているからである。「ピザ」と「ひざ」は音の類似性によって結びついている。「ピザ」という語を繰り返すことによってこの概念に注意が向けられ、心の中で活性化される。すると、これと結びついている「ひざ」という概念にも活性化が伝搬し、これも注意を引きやすい状態になる（認知心理学では「利用可能性が高まる」と表現する）。その結果、回答者は、正解の「ひじ」ではなく、「ひざ」の方に注意を引きつけられ、誤った答えに誘導されてしまう。
 eq \o\ac(□,10)　こうした連合性は概念どうしだけでなく、概念と感情、感情と行動スクリプトなどの間にも存在すると考えられる。図１のような状態で、これは心的ネットワークと呼ばれている。不快情動が強まると、この感情と結びついている攻撃的な観念も活性化される。「ひじ」を「ひざ」と間違ったように、行為者は自分が置かれている状況を攻撃的な概念を使って解釈しがちになる。不快情動は、また、攻撃スクリプトをも活性化し、攻撃反応が選択されやすい心的状態を生み出す。このような仕組みで、不快情動は心的ネットワークを通して、４行為者が気づかないうちに攻撃的な反応傾向を心の中に生み出す
と考えられる。
 eq \o\ac(□,11)　不快情動を生み出す原因はおおむね三種類ある。図２に示したように、第一の原因は事象の解釈で、５社会的認知のはたらきによって起こる。戦略的攻撃について述べたように、相手に悪意があるとか、相手に責任があると判断した場合、不快情動が発生する。
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 eq \o\ac(□,12)　第二の原因は内的事象で、不快な出来事を思い出すとか（記憶）、連想的に不快な観念が浮かぶと、心的ネットワークによって不快情動が生じる場合がある。
 eq \o\ac(□,13)　第三の原因は、認知を経由しない直接的感覚で、例えば、痛い、暑い、臭いといった生理的嫌悪感も不快感情を発生させる。既に見たように、暑さなど環境ストレスの多くは直接的に攻撃を喚起する。
 eq \o\ac(□,14)　バーコビッツたちのある実験では、男子大学生が温水か冷水の入った容器に片手を浸しながら、「訓練における罰の機能」か「氷と雪の楽しみ」のいずれかのテーマで作文を書いた。その後、別の被験者が書いた作文を評価することになった。被験者の評価に対応して、強いあるいは弱い不快ノイズが相手に与えられることになっていた。図３の結果をみると、まず、「罰の機能」というテーマで作文を書いた被験者は「氷と雪の楽しみ」というテーマで作文を書いた被験者よりも６攻撃的だった。「罰」に関する作文を書いた被験者は、攻撃的な観念やイメージを多く想起したことが原因と考えられる。また、冷水に手を入れた被験者は温水に手を入れた被験者よりも攻撃的になった。冷水は嫌悪刺激なので不快感情を発生させたと考えられる。７この実験結果は、攻撃的観念や生理的嫌悪刺激によって不快情動が発生し、強めたことを示している。
 eq \o\ac(□,15)　研究者の中には、攻撃の衝動性という概念に疑義を唱える人たちも少なくない。例えば、テダスキーたちは、どんなに感情的になっても、人間の認知処理は非常に高速に行われるので、精神的な病気でもない限り、訳が分からないうちに人を殴ってしまうといったことはありえない、と主張する。どんなに感情的になっても、通常、自分が何をしているか人は自覚しているもの
で、激情のもとで行われる行為にも意図や目的は機能しているというのが彼らの考え方である。同じ主旨のことを犯罪社会学者のウォルフギャングも述べている。彼は、銃の存在が衝動的暴力を促すと主張する人々を批判して、殺人を企図する者は銃がなかったら別の武器を探すだけで、銃がないからといって犯罪がなくなるわけではないと述べた。
 eq \o\ac(□,16)　アベリルは、人は、感情的になると行動が抑えられないというより「抑える必要がない」と感じるのだと解釈する。感情によるコントロールの喪失は心理学的事実というより、人々が人間の心理について抱いている素朴な信念である。「怒りに駆られた行動はコントロールできない」と人々が信じているだけである。その結果、衝動的行動には責任が問えない、という社会的判断が導かれる。実際、裁判において激情型の犯行は刑を軽減されることが多い。「怒りに駆られた行動はコントロールできない」といった気持が行為者の衝動的行動を促す。アベリルによると、感情の行動表現は生理学的なものというよりも、８社会的に構成されたものである。
〈注〉○攻撃研究者…人間・生物の攻撃性・敵対性を心理学的に研究する研究者
　　　○バーコビッツ、アンダーソン、テダスキー、アベリル…いずれも攻撃性・敵対性を専門とする心理学者
　　　○行動スクリプト…パターン化された行動反応
　　　〇戦略的攻撃について述べたように…この前の章で詳説されている
　　　○既に見たように…この章の前の部分で述べられている
問１　傍線部１「衝動的攻撃」の「ふたつの意味」の区別として、もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　相応の挑発抜きで生ずる攻撃と、攻撃に問題解決機能がないのに発動される攻撃
ｂ　状況とは不釣り合いな激しい攻撃と、原因とは無関係な対象へ向けられる強い攻撃
ｃ　生物が本能として持つ欲望が原因の攻撃と、激情のあまり無思慮に発動される攻撃
ｄ　生物一般に備わる本能としての攻撃と、人間だけに備わる怒りなどの情動が生む攻撃
問２　傍線部２「非挑発性」のこの文脈での意味として、もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　挑発に基づかないこと
ｂ　挑発を起こさないこと
ｃ　普通は挑発とはみなされないこと
ｄ　普通は挑発の原因とならないこと
問３　傍線部３「攻撃の動機づけ」のここでの意味として、もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　攻撃を起こさせる生理的な不快
ｂ　攻撃を起こさせる心理的な原因
ｃ　攻撃を起こすに至る自然な気持
ｄ　攻撃を起こすに至る怒りや悲しみ
問４　傍線部４「行為者が気づかないうちに」とは、ここではどういう意味か。もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　攻撃する側になった人が意識しないまま
ｂ　攻撃される側になった人が意識しないまま
ｃ　その状況にいる関係者が意識しないまま
ｄ　その状況を作り出した者が意識しないまま
問５　図１は、この論の中で、どのような働きがあるか。もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　概念・感情・行動が、心理的な結びつきに基づいて活性化されることを示し、攻撃行動の説明となる。
ｂ　概念どうしが、意味ではなく音の類似性によっても結びつくことを示し、不合理な攻撃行動の説明となる。
ｃ　不快情動が、それと結びついた攻撃的概念による解釈を誘発し、攻撃スクリプトを活性化することを示す。
ｄ　心理的な結びつきが概念の活性化を次々と伝搬することを示し、概念以外への一般化をするための例となる。
問６　傍線部５「社会的認知」とは、ここではどういう意味か。もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　社会の中に自分を置いたときに、自分のその社会内での位置を認知すること。
ｂ　自分以外に相手が存在するときに、その相手に自分の悪意などをさとられること。
ｃ　自分以外に相手が存在するときに、その相手と自分との関係について判断すること。
ｄ　社会の中に自分を置いたときに、自分がその社会から受けている評価を判断すること。
◎問７　傍線部６「攻撃的だった」とは、ここではどういう意味か。もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　他人の作文について、自分の作文に受けた評価よりも、より厳しい評価を与えた。
ｂ　他人の作文について、罰として、より強い不快ノイズを与えるような評価を与えた。
ｃ　自分の作文について、他人の評価が低ければ低いほど、より激しくそれに反発した。
ｄ　自分の作文の中で、自分が受けるよりも強い不快ノイズを他人に与えるよう主張した。
問８　傍線部７「この実験結果」は、図２の中の何を支持する根拠となるか。もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　「知覚」への入力は、ｆ又はｇと、ｈとで結果が異なるので、ｆ・ｇを別枠とすることに意義がある。
ｂ　「知覚」への入力は、ｆ、ｇ、ｈのどれか一つに限定されるものではなく、それらの複合の場合がある。
ｃ　「知覚」への入力は、ｆ又はｇのみが「認知機能」であるから、それが優先的に「自動的認知」される。
ｄ　「知覚」からの入力は、「不快情動」から「自動的認知」に至る間で増幅されて、いっそう攻撃的になる。
問９　図３のｐ、ｑ、ｒ、ｓのそれぞれの柱の高さの差は、何を示すか、もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　ｐ対ｒ、ｑ対ｓは、いずれも作文のテーマと嫌悪刺激との相乗効果を示す。
ｂ　ｐ対ｒ、ｑ対ｓは、いずれも嫌悪刺激と攻撃反応との打消し合う効果を示す。
ｃ　ｐ対ｓ、ｑ対ｒは、いずれも作文のテーマと嫌悪刺激とが打消し合うことを示す。
ｄ　ｐ対ｑ、ｒ対ｓは、いずれも作文のテーマと攻撃反応との間に相関があることを示す。
問10　傍線部８「社会的に構成されたもの」とは、ここではどういう意味か。もっとも適切なものを、次の中から一つ選べ。
ａ　感情の行動表現は、社会ごとにコントロール方法が異なり、それぞれの社会が造り上げたものだ。
ｂ　犯行は、激情による方が刑が軽減されるという判例から、人々の行動のコントロールが失われた。
ｃ　激情には責任を問わないという社会的合意が、行動を抑える必要がないという信念を生じさせた。
ｄ　衝動的な行動は、感情は抑えられなくても仕方がないという人々の信念から許されていることだ。
【解答】
問１　ｃ
問２　ａ
問３　ｃ
問４　ａ
問５　ａ
問６　ｃ
問７　ｂ
問８　ｂ
問９　ｄ
問10 ｄ
図１　心的ネットワーク








図２　衝動的攻撃の心理過程と不快情動の原因


（f, g, hは設問のために補ったもの）





図３　作文課題と水の嫌悪性が攻撃反応に与える影響（p, q, r, sは，設問のために補ったもの）








